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平
成
21
年
度
の
予
算
規
模
は

一
般
会
計
で
66
億
６
、０
０
０

万
円
、前
年
度
に
比
べ
４
・
４
％

減
と
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
増
減
額
の
大
き
な

も
の
で
は
、
法
人
町
民
税
の

大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
町
税
は
37
億
３
，

７
６
７
万
円
（
対
前
年
比
５
・

６
％
減
）
と
し
ま
し
た
。
繰

越
金
は
、
例
年
ど
お
り
５
、

０
０
０
万
円
を
計
上
し
、
地
方

交
付
税
は
６
億
３
，
８
０
０
万

円（
対
前
年
比
10
％
増
）、ま
た
、

臨
時
財
政
対
策
債
は
３
億
８
，

０
０
０
万
円
（
対
前
年
比
71
・

９
％
増
）
と
大
幅
な
増
加
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
町
債
は

４
億
１
、２
８
０
万
円
（
対
前

年
比
11
・
１
％
増
）
で
す
が
、

大
部
分
は
臨
時
財
政
対
策
債
が

占
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
不
足
す
る
財
源
に
つ

い
て
は
、
健
全
財
政
を
意
識
し

た
中
で
、
財
政
調
整
基
金
等
の

各
種
基
金
の
取
り
崩
し
を
行

い
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
て

い
く
所
存
で
す
。

　

平
成
21
年
度
の
主
要
施
策
と

平成21年度一般会計予算

　

平
成
21
年
第
一
回
（
３
月
）
定
例
会
で
は
、
平

成
21
年
度
の
一
般
会
計
予
算
や
各
特
別
会
計
予
算

等
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

し
て
、
住
民
・
福
祉
関
係
で
は
、

引
き
続
き
住
基
カ
ー
ド
発
行
手

数
料
の
無
料
化
、
妊
婦
健
康
診

査
の
実
施
回
数
の
引
き
上
げ
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

産
業
振
興
関
係
で
は
、
企
業

の
設
備
投
資
を
促
す
企
業
立
地

奨
励
金
や
中
小
商
工
業
者
へ
の

融
資
制
度
な
ど
を
堅
持
し
、
地

域
経
済
の
下
支
え
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
定
額
給
付
金
交
付
と

同
時
に
商
工
会
の
実
施
す
る
い

わ
ゆ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
発
行
へ
の
助
成
に
よ
り
、
消

費
の
底
上
げ
と
町
内
商
業
の
振

興
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

土
木
関
係
で
は
、
町
道
幹
線

６
号
線
、
同
３
号
線
等
の
整
備

を
推
進
し
、
交
通
弱
者
に
配
慮

し
た
道
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

　

教
育
関
係
で
は
、
中
学
生
国

際
交
流
事
業
を
復
活
し
、
教
職

員
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
つ
い

て
、
一
人
一
台
の
配
置
を
完
了

し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
用
施
設

整
備
で
は
、
長
年
の
懸
案
で

あ
っ
た
長
柄
小
学
校
校
庭
整
備

を
行
い
ま
す
。

校庭整備を行う長柄小学校

６６億６，０００万円の予算を可決
対前年度比４．４％減
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職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
改
正

　

国
家
公
務
員
の
勤
務
時
間
改

定
に
準
じ
て
改
正
し
ま
し
た
。

邑
楽
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
改
正

邑
楽
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
改
正

　

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
伴

い
、本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て

は
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
挙
げ
る
と
い
う
基
本
に
立

ち
返
り
な
が
ら
事
務
事
業
の
見

直
し
や
合
理
化
を
進
め
、
よ
り

群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

の
規
約
変
更

群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
規
約
変
更

　

事
務
組
合
及
び
広
域
連
合
の

構
成
市
町
村
の
合
併
に
よ
る
廃

置
分
合
に
伴
い
、
組
織
団
体
等

に
変
更
が
生
じ
規
約
を
変
更
し

ま
し
た
。

邑
楽
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の

改
正

　

統
計
法
の
全
面
改
正
に
伴

い
、
条
例
中
現
行
統
計
法
等
の

用
語
等
を
使
用
し
て
い
る
部
分

に
つ
き
改
正
を
し
ま
し
た
。

公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣

等
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

民
法
の
改
正
に
伴
い
、「
公

益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方

公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法

律
」
が
改
正
さ
れ
、
条
例
を
改

正
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案

３
月
定
例
会

邑
楽
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育

長
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条

例
　

町
三
役
の
給
料
を
４
月
１
日

か
ら
１
年
間
、
町
長
50
％
、
副

町
長
及
び
教
育
長
10
％
削
減
す

る
案
に
対
し
、
議
員
発
議
に
よ

り
町
三
役
と
も
に
50
％
削
減
す

る
修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
、
記

名
投
票
の
結
果
可
否
同
数
と
な

り
、
議
長
裁
決
に
よ
り
可
決
し

ま
し
た
。

記
名
投
票

賛
成
議
員

小
沢　

泰
治　
　

加
藤　

和
久

小
島　

幸
典　
　

小
倉　
　

修

本
間　

恵
治　
　

石
井　

悦
雄

大
野　
　

栄

反
対
議
員

田
部
井
健
二　
　

黒
川　

洋
子

山
田　

晶
子　
　

岩
﨑　

律
夫

立
沢　

稔
夫　
　

細
谷　

博
之

相
場　

一
夫

住
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
満

足
し
て
い
た
だ
け
る
行
政
運
営

を
目
指
し
て
よ
り
一
層
の
努
力

を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

住
民
皆
様
と
議
員
各
位
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
町
長
の
施
政
方
針
抜
粋
）

邑
楽
町
介
護
保
険
条
例
の
改
正

　

第
４
期
高
齢
者
保
健
福
祉
・

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に

伴
い
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し

た
。

邑
楽
町
介
護
従
事
者
処
遇
改
善

臨
時
特
例
基
金
条
例

　

介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時

特
例
交
付
金
を
積
み
立
て
る
基

金
を
新
設
す
る
た
め
、
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

邑
楽
町
小
口
資
金
融
資
促
進
条

例
の
改
正

　

現
在
の
経
済
情
勢
等
考
慮

し
、
こ
の
制
度
を
さ
ら
に
１
年

継
続
す
る
た
め
、
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。
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会　　計　　別 予 　算 　現 　額 補　　正　　額 予　算　総　額
一 般 会 計 ７２億１，７１５万円 ５億５，０９１万円 ７７億６，８０６万円

国民健康保険特別会計 ２８億５，７９５万円 △３，４８９万円 ２８億２，３０６万円

老 人 保 健 特 別 会 計 ２億４，７０７万円 △３，９３０万円 ２億０，７７７万円

後期高齢者医療特別会計 　２億０，３０４万円 △２，３８２万円 　１億７，９２２万円

介 護 保 険 特 別 会 計 １３億０，３５１万円 ４，９３３万円 １３億５，２８４万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 　４億２，２０９万円 △１，３４３万円 　４億０，８６６万円

学校給食事業特別会計 ２億４，６２２万円 △２４万円 ２億４，５９８万円

水 道 事 業
収益的支出 ５億０，３９６万円 ４０万円 ５億０，４３６万円

資本的支出 ３億０，０９５万円 ３９万円 ３億０，１３４万円

会　　計　　別 本年度予算額 前年度予算額 対前年増減率
一 般 会 計 ６６億６，０００万円 ６９億６，４００万円 　４．４％減

国民健康保険特別会計 ２８億２，０６１万円 ２７億６，８３１万円 １．９％増

老 人 保 健 特 別 会 計 ３，３７９万円 ２億４，７０７万円 ８６．３％減

後期高齢者医療特別会計 １億８，９４９万円 １億９，６８５万円 ３．７％減

介 護 保 険 特 別 会 計 １３億１，５５３万円 １２億４，１７３万円 ５．９％増

下 水 道 事 業 特 別 会 計 ３億５，６７９万円 ４億０，０９１万円 １１．０％減

学校給食事業特別会計 ２億４，２２８万円 ２億４，１８６万円 ０．２％増

水 道 事 業
収益的支出 ５億１，４４５万円 ４億９，６９５万円 ３．５％増

資本的支出 ３億７，７８２万円 ２億７，５８１万円 ３７．０％増

■平成２０年度補正予算額

■平成２１年度当初予算額

【
人
事
案
件
】

人
権
擁
護
委
員
に
関
根
史
代
さ
ん

　

法
務
大
臣
か
ら
、
３
年
の
任

期
で
委
嘱
さ
れ
て
い
る
委
員
３

名
の
う
ち
、関
根
史
代
さ
ん（
鶉

新
田
）
が
平
成
21
年
６
月
末
に

任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
同
氏
を
推
薦
す
る
こ

と
の
意
見
を
求
め
ら
れ
、
同
意

し
ま
し
た
。

　

記
名
投
票
に
よ
り
採
決
が
行

わ
れ
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

し
ま
し
た
。

賛
成
議
員

田
部
井
健
二　
　

黒
川　

洋
子

小
沢　

泰
治　
　

山
田　

晶
子

岩
﨑　

律
夫　
　

加
藤　

和
久

小
島　

幸
典　
　

立
沢　

稔
夫

細
谷　

博
之　
　

相
場　

一
夫

反
対
議
員

小
倉　
　

修　
　

本
間　

恵
治

石
井　

悦
雄　
　

大
野　
　

栄

【
契
約
の
締
結
】

邑
楽
町
立
中
野
小
学
校
中
校

舎
・
北
校
舎
西
棟
耐
震
補
強
・

大
規
模
改
造
本
体
工
事

請
負
契
約
金
額

１
億
１
，
０
２
５
万
円

契
約
の
相
手
方

邑
楽
町
赤
堀

㈱
徳
川
組

平
成
21
年
度

一
般
会
計
予
算
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採
用
者
は
４
月
１
日
付
け
で
５

名
で
あ
る
。

Ｑ　

小
倉
議
員　

町
道
19
号
線

（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
東
）

は
、
町
民
の
血
税
を
６
億
円
以

上
使
い
、平
成
20
年
度
に
は
１
，

５
０
０
万
円
を
か
け
未
買
収
地

の
手
前
ま
で
工
事
を
し
た
が
、

い
つ
ご
ろ
開
通
に
な
る
の
か
。

Ａ　

町
長　

地
権
者
に
理
解
を

求
め
て
い
く
が
、
ま
だ
開
通
の

見
通
し
は
た
っ
て
い
な
い
。

Ｑ　

大
野
議
員　

町
税
の
減
額

率
５
・
６
％
は
算
出
方
法
が
甘

い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

町
長　

法
人
町
民
税
が

７
，
８
０
０
万
円
、
個
人
町
民

税
が
３
，
９
０
０
万
円
減
収
見

込
み
で
、概
ね
妥
当
と
思
う
が
、

先
行
き
非
常
に
厳
し
い
。

Ｑ　

石
井
議
員　

町
職
員
の
採

用
に
あ
っ
て
は
、
町
民
か
ら
誤

解
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
た
い
。
平
成
20
年
度

の
退
職
者
は
何
名
か
。
ま
た
、

新
採
用
者
は
何
名
か
。

Ａ　

総
務
課
長　

平
成
20
年
度

の
退
職
者
は
13
名
で
あ
り
、
新

予
算
質
疑

新
年
度
予
算
質
疑
（
要
旨
）

新
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
以
下
は
、
抽
出
し
た
項
目
の
要
旨
で
す
。

Ｑ＆Ａ

町道幹線 19 号線

Ｑ　

小
沢
議
員　

５
０
０
万
円

の
予
算
を
使
い
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
の
発
行
を
計
画
し

て
い
る
が
、
そ
の
目
的
と
効
果

は
。

Ａ　

町
長　

商
業
振
興
・
消
費

者
の
消
費
促
進
に
よ
り
、
結
果

と
し
て
税
収
等
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。

Ｑ　

小
島
議
員　

長
柄
小
学
校

校
庭
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
出

来
る
だ
け
安
く
効
果
的
に
進
め

て
欲
し
い
。
ま
た
、
入
札
で
予

算
が
残
っ
た
ら
ど
う
す
る
の

か
。

Ａ　

学
校
教
育
課
長　

雨
水
排

水
工
事
と
他
の
町
内
整
備
済
み

の
校
庭
同
様
グ
リ
ー
ン
コ
ー
ト

で
の
整
備
を
考
え
て
い
る
。

町
長　

入
札
差
金
は
繰
越
す
。

Ｑ　

本
間
議
員　

中
学
生
国
際

交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
徒

の
参
加
し
や
す
い
環
境
整
備
が

出
来
な
い
か
。

Ａ　

教
育
長　

参
加
し
た
生
徒

は
、
今
で
も
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
先

と
交
流
が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。予
算
等
の
関
係
も
あ
る
が
、

環
境
が
許
せ
ば
こ
の
事
業
は
今

後
も
続
け
て
い
き
た
い
。
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立
沢
議
員　

今
日
の
日
本
は
ア

メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題

に
端
を
発
し
、
大
変
な
金
融
危

機
に
入
っ
た
。
多
く
の
自
動
車

関
連
企
業
が
営
業
利
益
の
下
方

修
正
に
よ
り
赤
字
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
派
遣
労
働
者
・
パ
ー

ト
も
解
雇
と
な
り
日
本
経
済
に

た
方
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な

い
。
話
し
合
い
を
持
つ
と
い
う

気
持
ち
は
あ
る
の
か
。

町
長　

状
況
が
出
来
れ
ば
、
話

し
合
い
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

大
野
議
員　

私
が
30
数
年
間
政

治
活
動
が
出
来
た
の
は
、
政
策

が
実
現
さ
れ
、
町
民
と
共
に
喜

び
支
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
だ
。

　

最
初
は
大
根
村
の
歩
道
橋
。

そ
の
後
、幼
稚
園
の
３
年
保
育
・

０
歳
児
か
ら
障
害
児
ま
で
の
時

間
外
を
含
め
て
、
お
母
さ
ん
た

ち
と
共
に
頑
張
っ
て
き
た
。

　

私
の
一
般
質
問
は
、
今
回
で

１
１
７
回
で
あ
る
。
こ
れ
も
ギ

ネ
ス
で
あ
る
が
、
町
長
の
不
名

誉
な
ギ
ネ
ス
は
町
を
訴
え
る
業

者
と
一
緒
に
な
っ
た
り
、
み
ん

な
の
制
止
を
振
り
切
っ
て
議
員

を
訴
え
た
り
し
た
こ
と
だ
。

　

町
長
が
政
策
的
な
話
し
合
い

を
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
な
り
の
反
省
や
謙
虚
さ
を
持

っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
町
政
に
臨

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
自
分
が
し
て
き
た
こ

と
を
処
理
も
し
な
い
で
、
た
め

に
な
る
こ
と
を
や
ろ
う
と
言
っ

て
も
話
に
な
ら
な
い
。
ま
ず
、

や
り
た
い
駒
を
進
め
る
た
め
に

は
、
一
部
の
議
員
の
道
路
を
直

せ
ば
、
あ
の
議
員
は
こ
っ
ち
を

向
い
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で

は
駄
目
で
あ
る
。
こ
の
財
政
危

機
を
乗
り
越
え
て
行
く
に
は
、

ま
ず
町
長
自
身
今
ま
で
言
わ
れ

た
こ
と
を
精
査
し
、
謙
虚
さ
を

持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
が
あ
な
た
に
は
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
、
町
長
の
願
い
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今

ま
で
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
し
っ

か
り
自
覚
し
て
前
向
き
に
考
え

て
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
。

町
長　

今
、
大
野
議
員
が
、
議

員
生
活
30
数
年
の
中
で
、
本
当

に
町
を
思
っ
て
よ
り
良
い
町
づ

く
り
に
貢
献
し
て
き
た
と
自
ら

発
言
が
あ
っ
た
が
、
大
変
あ
り

が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
。
大
野
議
員
に
お
い
て
は
、

今
ま
で
大
変
な
業
績
を
挙
げ
ら

れ
た
が
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で

し
た
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ

た
い
。

　

私
も
町
民
の
負
託
を
受
け
た

代
表
と
し
て
、
ま
た
、
責
任
者

と
し
て
努
力
を
し
て
い
き
た

い
。

雇
用
対
策
に
つ
い
て

責
任
者
と
し
て

　
　
　
　
　

努
力

大
野
議
員　

西
邑
楽
三
町
合
併

の
問
題
は
。

町
長　

理
想
的
な
合
併
は
、
相

手
が
あ
る
こ
と
な
の
で
、
慎
重

の
上
に
も
慎
重
に
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

大
野
議
員　

ぶ
れ
っ
放
し
で
あ

る
。
西
邑
楽
三
町
合
併
に
最
初

は
反
対
、
そ
の
次
は
賛
成
。
町

長
選
も
三
町
合
併
推
進
を
前
面

に
掲
げ
た
。
大
泉
町
長
選
は
、

ど
ち
ら
を
応
援
す
る
の
か
。

一

般

質

問

　

一
般
質
問
は
、３ 

月
11
日
及
び
12
日
の
両
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
に
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
行
政
事
務
な
ど
に
つ

い
て
執
行
部
の
考
え
を
た
だ
し
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
長　

何
と
も
申
し
上
げ
ら
れ

な
い
。

大
野
議
員　

裁
判
に
つ
い
て
だ

が
、
私
は
本
会
議
で
一
言
も
発

言
せ
ず
に
議
案
に
賛
成
し
た
。

　

そ
れ
だ
け
で
、
ど
う
し
て
あ

な
た
か
ら
裁
判
に
か
け
ら
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
訴
え

る
の
で
あ
れ
ば
名
誉
棄
損
で
今

訴
え
れ
ば
い
い
。
勝
手
に
裁
判

し
、
負
け
そ
う
に
な
っ
た
ら
放

棄
し
た
の
だ
か
ら
、
訴
え
ら
れ

町
長
の
不
名
誉
な

　
　
ギ
ネ
ス
も
の
に
つ
い
て
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大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
我
が

町
も
自
動
車
関
連
企
業
が
多

く
、解
雇
さ
れ
た
派
遣
労
働
者
・

パ
ー
ト
の
方
が
た
く
さ
ん
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
町
は
解
雇

の
現
状
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

産
業
振
興
課
長　

町
内
企
業
に

は
自
動
車
・
弱
電
関
連
企
業
が

多
く
、
世
界
同
時
不
況
の
影
響

を
受
け
て
い
る
。
１
月
に
町
内

外
の
企
業
を
町
長
と
訪
れ
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
が
、
企
業
を

取
り
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し
い

も
の
で
あ
っ
た
。
数
ヶ
月
で
仕

事
量
が
半
減
し
た
企
業
も
あ

り
、
雇
用
継
続
に
つ
い
て
大
変

心
配
し
て
い
た
。
２
月
か
ら
４

月
に
か
け
て
派
遣
会
社
と
の
雇

用
契
約
満
了
が
多
数
発
生
す
る

状
況
で
あ
る
。
解
雇
さ
れ
た
方

か
ら
町
へ
の
相
談
は
な
い
が
、

福
祉
課
に
は
福
祉
行
政
の
一
貫

と
し
て
雇
用
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
町
と
し
て

も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
相
談
し

な
が
ら
雇
用
の
斡
旋
に
努
め
て

い
る
。
太
田
市
の
自
動
車
関
連

会
社
で
は
派
遣
労
働
者
の
解
雇

も
出
て
お
り
、
邑
楽
町
も
10
人

ほ
ど
影
響
を
受
け
た
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
か
ら
情
報
を
得
て
い

る
。

立
沢
議
員　

町
役
場
に
は
臨

時
職
員
と
パ
ー
ト
を
含
め
約

３
５
０
人
が
働
い
て
い
る
が
、

解
雇
の
言
葉
は
な
い
。
し
か

し
、
民
間
の
人
た
ち
は
そ
う
は

い
か
な
い
。
い
つ
解
雇
さ
れ
る

か
戦
線
恐
々
で
あ
る
。
総
務
・

文
教
常
任
委
員
会
で
福
島
県
を

訪
れ
た
が
、
雇
用
対
策
の
大
き

な
看
板
が
目
に
つ
い
た
。
町
に

は
そ
う
い
っ
た
見
え
る
対
策
は

な
い
。
働
い
て
い
る
人
は
大
変

な
思
い
を
し
て
い
る
。
前
向
き

な
積
極
姿
勢
が
欲
し
い
と
思

う
。
ま
た
、
あ
る
下
請
企
業
で

は
一
番
稼
働
し
て
い
る
仕
事
を

親
会
社
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

寂
し
い
話
で
あ
る
。
町
に
は
沢

山
の
工
業
団
地
が
あ
り
、
企
業

に
対
し
、
企
業
誘
致
奨
励
金

２
，
２
６
３
万
５
，
０
０
０
円
、

ま
た
、
企
業
立
地
奨
励
金
５
，

８
１
１
万
３
，
０
０
０
円
と
今

回
の
予
算
書
に
計
上
さ
れ
、
多

額
の
貢
献
を
し
て
い
る
。
そ
ん

な
事
情
を
視
野
に
入
れ
、
地
元

採
用
の
従
業
員
に
つ
い
て
は
、

雇
用
の
継
続
を
お
願
い
す
べ
き

と
思
う
が
。

町
長　

特
に
町
内
企
業
に
は
町

か
ら
の
就
業
者
も
多
く
、
解
雇

に
な
る
と
大
変
な
事
に
な
る
と

い
う
思
い
か
ら
、
正
規
従
業
員

の
解
雇
は
し
な
い
よ
う
お
願
い

し
た
。
訪
問
時
、
生
産
が
３

割
・
５
割
と
減
っ
た
企
業
も
あ

っ
た
。
そ
の
様
な
状
況
も
あ
る

が
、
こ
れ
か
ら
も
雇
用
の
継
続

が
図
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

■
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
地
産
地
消
に
つ
い
て

・
新
工
業
団
地
に
つ
い
て

・
鞍
掛
第
三
工
業
団
地
ア
ク
セ  

　

ス
道
路
と
広
幹
道
に
つ
い
て

・
副
町
長
選
任
に
つ
い
て

雇
用
の
継
続
を

地
産
地
消
の

      

農
業
活
性
化
の
推
進
を

菜
・
米
麦
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

つ
く
り
、
特
色
あ
る
商
品
を
開

発
し
て
、
農
業
経
営
の
活
性
化

を
。

町
長　

農
業
生
産
者
を
守
っ
て

い
く
こ
と
は
大
事
な
こ
と
。
専

門
分
野
で
十
分
議
論
を
し
て
町

と
し
て
も
、
そ
れ
を
応
援
し
て

い
き
た
い
。

小
島
議
員　

茶
碗
一
膳
の
ご
飯

今
い
く
ら
か
ご
存
じ
だ
ろ
う

か
。
わ
ず
か
20
円
～
22
円
で
あ

る
。
３
食
た
べ
て
も
60
円
～
66

円
。
缶
コ
ー
ヒ
ー
１
本
よ
り
安

く
、
イ
チ
ゴ
１
個
、
ス
ナ
ッ
ク

チ
ョ
コ
４
本
で
あ
る
。
今
、
日

本
人
一
人
が
１
年
間
に
食
べ
る

お
米
は
平
均
60
㎏
。
農
家
が

受
け
取
る
収
入
は
、
１
万
３
，

０
０
０
円
足
ら
ず
。
１
年
間
の

対
価
と
し
て
は
少
な
い
金
額

だ
。

　

宮
城
の
鳴
子
で
は
、
最
上
山

地
の
厳
し
い
環
境
で
も
、
無
理

の
な
い
減
農
薬
栽
培
と
「
杭
か

け
」
と
い
う
自
然
乾
燥
に
こ
だ

わ
る
こ
と
で
ネ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
を
図
り
、
田
植
え
に
は
学
生

も
手
伝
い
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

生
活
の
香
り
を
感
じ
た
。
邑
楽

町
で
も
地
産
地
消
を
進
め
る
提

案
を
し
た
い
。
畜
産
加
工
・
野

専
門
分
野
で

　
　
　

十
分
議
論

杭かけによる自然乾燥
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小
沢
議
員　

学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
が
、
昭
和
54
年
４
月
稼
働
開

始
以
来
30
年
が
経
ち
、
大
変
老

朽
化
し
て
い
る
。
平
成
19
年
、

前
町
長
の
と
き
最
新
設
備
の
給

食
セ
ン
タ
ー
を
総
務
・
文
教
常

任
委
員
と
関
係
課
長
で
視
察
を

し
た
。
そ
ん
な
中
、
平
成
20
年

外
部
要
因
と
は
い
え
、
学
校
給

食
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
食
中

毒
事
故
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。

現
在
、
現
場
職
員
が
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
毎
日
頑
張
っ
て
い

る
が
、
非
常
に
老
朽
化
し
て
お

り
、
早
急
に
建
設
の
実
施
段
階

に
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
と

　
　
　
　
　
改
築
に
つ
い
て

本
間
議
員　

庁
舎
の
旧
設
計
業

者
外
20
名
が
町
を
訴
え
た
裁
判

に
つ
い
て
町
長
の
立
場
で
裁
判

に
勝
訴
す
る
か
、敗
訴
す
る
か
、

ど
ち
ら
を
考
え
る
か
。

町
長　

勝
訴
す
る
か
敗
訴
す
る

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ど

ち
ら
を
考
え
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
だ
が
、現
在
の
段
階
で
は
、

ど
ち
ら
に
な
る
か
ち
ょ
っ
と
私

の
ほ
う
か
ら
は
…
。

本
間
議
員　

今
の
町
長
の
立
場

で
は
、
今
ま
で
と
っ
た
行
動
か

ら
、
そ
の
よ
う
な
答
え
し
か
で

き
な
い
と
思
う
。
そ
の
設
計
業

者
か
ら
１
，
２
１
６
万
９
、０

３
８
円
の
請
求
訴
訟
に
つ
い
て

は
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

ど
ち
ら
に
な
る
か
と
い

う
こ
と
は
、私
わ
か
り
ま
せ
ん
。

本
間
議
員　

邑
楽
町
の
町
民
の

代
表
と
し
て
邑
楽
町
が
勝
つ
か

負
け
る
か
、
ど
う
い
う
ふ
う
に

考
え
て
い
る
か
。
あ
な
た
個
人

で
は
な
く
て
、
町
民
の
代
表
と

し
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

先
ほ
ど
お
答
え
し
た
と

お
り
で
あ
る
。

本
間
議
員　

予
算
執
行
差
し
止

め
仮
処
分
命
令
申
し
立
て
事
件

は
、
一
審
の
棄
却
が
確
定
し
相

手
が
敗
訴
。
そ
の
他
こ
と
ご
と

く
取
り
下
げ
て
い
る
。
邑
楽
町

役
場
庁
舎
等
建
設
委
員
会
委
員

地
位
確
認
請
求
事
件
、
こ
れ
は

原
告
と
し
て
３
人
が
提
訴
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
町
は
町
民

で
も
あ
る
し
、
こ
れ
以
上
続
け

裁
判
に
つ
い
て

れ
ば
町
民
の
血
税
を
弁
護
士
費

用
と
し
て
余
計
に
支
払
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
で
、
議
会
も

同
意
し
取
り
下
げ
を
認
め
た
。

契
約
関
係
存
在
確
認
請
求
事
件

は
、
住
民
団
体
と
先
の
設
計
業

者
が
同
じ
日
に
訴
え
を
出
し
て

い
る
。
し
か
も
同
じ
弁
護
士
で

あ
る
。
予
算
執
行
差
し
止
め
請

求
事
件
は
、
原
告
53
名
、
こ
れ

も
取
り
下
げ
。
い
ず
れ
も
同
じ

弁
護
士
で
あ
る
。
今
、
私
が
言

っ
た
そ
う
い
う
一
連
の
裁
判
の

中
で
、
あ
な
た
も
同
じ
弁
護
士

で
私
た
ち
と
係
争
し
て
争
っ
て

き
た
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
放

棄
で
あ
る
。
放
棄
。
そ
れ
に
つ

い
て
ど
う
思
う
か
。

町
長　

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

通
告
に
な
い
の
で
お
答
え
で
き

な
い
。

■
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
財
政
、
歳
出
に
つ
い
て

小
島
議
員　

専
門
部
会
が
立
ち

上
が
っ
た
が
、
こ
れ
は
食
を
消

費
す
る
立
場
の
人
た
ち
が
入
ら

な
い
と
成
功
は
遠
い
。
そ
し

て
、
若
い
人
た
ち
に
舞
台
を
つ

く
り
、
若
い
人
た
ち
が
邑
楽
町

は
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
な
の
だ

と
。
も
う
一
つ
大
事
な
の
は
、

物
を
つ
く
る
の
は
環
境
で
、
い

く
ら
包
装
紙
が
き
れ
い
で
も
売

れ
な
い
。
農
耕
地
に
缶
が
い
っ

ぱ
い
捨
て
て
あ
る
と
か
、
我
々

も
含
め
て
子
ど
も
た
ち
が
農
業

に
参
加
し
、
自
然
と
き
れ
い
な

農
耕
地
と
な
り
、
こ
う
い
う
き

れ
い
な
田
畑
で
つ
く
っ
た
野

菜
、
こ
れ
な
ら
い
い
な
と
、
風

光
明
媚
と
い
う
言
葉
も
あ
る

が
、
そ
れ
で
あ
れ
ば
高
く
て
も

買
う
の
で
は
。

町
長 　

町
内
で
生
産
さ
れ
る

農
畜
産
物
が
安
心
し
て
安
全
に

食
べ
て
い
け
る
こ
と
が
基
本

だ
。
有
機
肥
料
を
多
く
使
い
、

環
境
問
題
も
含
め
大
変
大
事
な

こ
と
と
思
う
。

■
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
邑
楽
町
公
民
館
ホ
ー
ル
の
改

　

新
築（
文
化
ホ
ー
ル
化
）を

現
段
階
で
は

　
　

わ
か
ら
な
い
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私
の
楽
し
み
の
一
つ
は
、
布
で
身
近
に

使
え
る
小
物
を
作
る
事
で
す
。
子
育
て
の

頃
は
毎
日
の
家
事
や
雑
用
に
追
わ
れ
、
趣

味
を
習
う
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
は
時
間
も
自
由
に
な
り
、
去
年
の

夏
は
布
ぞ
う
り
を
沢
山
仕
上
げ
ま
し
た
。

素
足
で
履
く
と
涼
し
く
て
快
適
と
主
人
に

喜
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。

　

二
年
前
、
公
民
館
の
講
座
ド
ー
ル
ハ
ウ

ス
作
り
に
出
合
い
ま
し
た
。
先
生
の
作
品

を
見
せ
て
頂
く
と
、
西
洋
風
の
キ
ッ
チ
ン

の
中
に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
家
具
や
食
器
が
並

び
小
さ
な
う
さ
ぎ
が
座
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
可
愛
い
ら
し
さ
に
感
動
し
、
ぜ
ひ
自

分
も
作
っ
て
家
に
飾
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
初
め
て
粘
土
に
色
を
付
け
て
、
テ
ィ

ー
カ
ッ
プ
を
作
っ
た
の
で
す
が
、
指
先
が

う
ま
く
動
か
ず
苦
労
し
ま
し
た
。

　

楽
し
い
時
間
は
心
を
豊
か
に
し
、
ス
ト

レ
ス
解
消
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
指
先
を

使
う
と
脳
ト
レ
に
な
る
と
か
。
教
え
て
く

だ
さ
る
先
生
に
感
謝
し
、
頑
張
っ
て
作
っ

て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。 長

野
裕
子

（
坪
谷
・
22 

区
）

私 の 趣 味

子どもたちの成長に大切な給食

町
長　

大
変
老
朽
化
し
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
、
教

育
委
員
会
で
検
討
委
員
会
の
要

綱
を
作
り
、
建
設
に
向
け
進
め

て
い
る
。
私
の
考
え
で
は
、
施

設
に
つ
い
て
は
今
と
同
じ
セ
ン

タ
ー
方
式
を
考
え
て
お
り
、
検

討
委
員
会
で
十
分
協
議
を
し
て

い
た
だ
き
、
そ
れ
か
ら
具
体
的

に
進
め
て
い
き
た
い
。

小
沢
議
員　

合
併
の
話
も
出
た

が
、
町
単
独
で
邑
楽
町
に
合
っ

た
素
晴
ら
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー

を
作
っ
て
お
け
ば
、
近
い
将
来

合
併
し
て
も
そ
の
施
設
が
地

元
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
継
続
活
用
が
で
き
る
。
セ

ン
タ
ー
方
式
の
運
営
に
す
れ
ば

食
材
の
調
達
も
独
自
に
で
き

る
。
年
間
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
す
べ

て
の
必
要
食
材
を
洗
い
出
し
、

種
類
と
数
量
の
把
握
に
よ
っ
て

給
食
セ
ン
タ
ー
と
食
材
供
給

者
、
農
業
関
係
者
と
の
融
合
で

最
大
限
の
地
元
産
品
の
利
活
用

が
可
能
で
あ
る
。
地
産
地
消
の

観
点
か
ら
是
非
そ
こ
に
重
点
を

置
い
た
運
営
委
員
会
を
進
め
て

ほ
し
い
。

　

約
３
、０
０
０
食
の
給
食
セ

ン
タ
ー
の
需
要
は
、
地
元
生
産

量
か
ら
す
れ
ば
た
か
が
知
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
数
多
く
使
う

産
品
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り

農
業
の
幅
を
広
げ
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
き
っ
か
け
に
邑

楽
町
の
農
業
・
商
工
業
の
発
展

が
必
ず
や
図
れ
る
も
の
と
思

う
。
た
だ
単
に
ば
ら
ま
き
行
政

で
は
な
く
、
商
・
工
・
農
業
の

検
討
委
員
会
で

　
　
　

十
分
協
議
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伊
勢
經
男

（
下
中
野
・
１ 

区
）

下中野の鎮守様

請
願
・
陳
情

連
携
と
融
合
、
農
協
と
商
工
会

等
が
先
頭
に
立
っ
て
や
る
気
の

出
る
よ
う
な
施
策
を
町
が
実
行

す
べ
き
で
あ
る
。

町
長　

セ
ン
タ
ー
方
式
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
食
材
の
利
用

に
つ
い
て
は
地
場
、
地
元
で
生

産
さ
れ
た
農
畜
産
物
を
よ
り
多

く
可
能
な
限
り
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
委
員
会
等
に
も

お
願
い
す
る
。

■
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
町
長
室
開
放
事
業
に
つ
い
て

・
多
目
的
ホ
ー
ル
建
設
は
、
ど

　

の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か

・
町
長
自
ら
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

　

ス
の
成
果
に
つ
い
て

・
公
約
の
具
現
化
の
進
捗
状
況

　

に
つ
い
て

請
願
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
要

望
を
反
映
さ
せ
る
一
つ
で
す

議
会
へ
請
願
す
る
と
き
は

請
願
者
の
住
所
、
氏
名
（
法
人

は
そ
の
名
称
・
代
表
者
名
）
及

び
請
願
の
趣
旨
を
記
載
し
、
押

印
し
た
文
書
を
議
長
あ
て
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
場
合
、

そ
の
趣
旨
に
賛
意
を
表
す
議
員

の
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

議
会
で
は

所
定
の
様
式
と
内
容
を
整
え
提

出
さ
れ
た
請
願
書
を
受
理
し
、

関
係
委
員
会
に
付
託
し
て
、
請

願
内
容
が
妥
当
か
ど
う
か
審
査

を
行
い
、
本
会
議
に
お
い
て
、

採
択
、不
採
択
を
決
定
し
ま
す
。

陳
情
も
同
様
に
行
わ
れ
ま
す

　

請
願
様
式
例

　

多
々
良
川
に
面
し
下
中
野
を
一
望
す

る
と
こ
ろ
に
下
中
野
の
鎮
守
様
下
中
野

雷
電
神
社
が
あ
り
、
毎
年
５
月
の
第
２

日
曜
日
春
の
例
祭
が
挙
行
さ
れ
て
い
る
。

　

神
社
の
縁
起
は
不
明
だ
が
、
江
戸
時

代
中
期
ら
し
い
。
古
い
社
殿
も
崩
壊
寸

前
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
平
成
11
年
５

月
９
日
に
奥
の
院
正
殿
が
落
成
し
、
記

念
例
祭
が
行
わ
れ
た
。
御
神
体
は
行
方

不
明
だ
っ
た
が
、
人
伝
に
里
帰
り
な
さ

れ
、
御
霊
入
れ
の
儀
も
兼
ね
て
午
前
９

時
半
神
官
の
祭
祀
で
始
ま
り
、
10
時
か

ら
一
般
の
人
も
三
三
五
五
参
詣
。

　

当
日
は
早
朝
か
ら
雲
一
つ
な
い
晴
天

だ
っ
た
が
10
時
を
過
ぎ
て
間
も
な
く
、

突
然
中
天
に
轟
く
雷
音
一
発
、
居
合
わ

せ
た
人
々
は
頭
を
抱
え
て
空
を
見
上
げ

た
が
そ
れ
っ
き
り
。
不
思
議
な
り
こ
れ

が
「
青
天
の
霹へ
き

靂れ
き

」
か
「
御
神
体
様
の

お
喜
び
」
で
あ
ろ
う
と
云
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

以
来
、
下
中
野
一
円
に
は
落
雷
の
災

害
も
な
く
、
散
策
の
都
度
「
ら
い
で
ん

ば
し
」
の
袂
か
ら
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ

て
い
ま
す
。

議
会
に
請
願
し
た
い
と
き

○
○
○
に
関
す
る
請
願
書

　

紹
介
議
員
○
○
○
○
㊞

○
○
○
に
関
す
る
請
願
書

（
要
旨
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

平
成　

年　

月　

日

　
　

住
所　

○
○
○
○
○

　
　

氏
名　

○
○
○
○
㊞

邑
楽
町
議
会
議
長　

様
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横山 英雄 議長

群馬県町村議会議長会表彰

１３日　郡議長会議員研修会
１６日　東毛広域市町村圏振興整備組合議会
　　　　運営幹事会
２０日　県町村議会議長会定期総会
２３日　西邑楽土地開発公社邑楽町事業所
　　　　審議委員会
２５日　議会運営委員会
２６日　総務・文教常任委員会、
　　　　厚生・環境常任委員会
２７日　建設・経済常任委員会、全員協議会

１０日～２３日　定例会
　　　　（本会議、議会運営委員会、全員協議　
　　　　　会、各常任委員会、広報委員会）
１３日　中学校卒業式
２３日　幼稚園修了式
２４日　小学校卒業式、大泉町外二町環境衛
　　　　生施設組合議会、西邑楽土地開発公　
　　　　社理事会
２５日　郡議長会定期総会
２６日　館林地区消防組合議会、館林邑楽農
　　　　業共済事務組合議会、邑楽館林医療　
　　　　事務組合議会
２７日　東毛広域市町村圏振興整備組合議　
　　　　会、太田市外三町広域清掃組合議会
２８日　保育園卒園式

　３日　広報委員会編集会議
　６日　保育園入園式
　７日　小・中学校入学式
　９日　幼稚園入園式
１６日　広報委員会校正会議

《２月》

《３月》

《４月》

議会を傍聴しましょう
　次回の定例会は、６月１２日から１８日を
予定しています。
　住所・名前・年齢を受付簿に書くだけでど
なたでも傍聴できます。
　役場庁舎１階ロビーのテレビにおいても、
本会議の模様を中継していますので、お気軽
にご覧ください。
　議会の会議録（議事等の経過をそのまま記
録したもの）は、図書館、邑楽町公民館、産
業研修会館（長柄公民館）、勤労青少年ホーム

（ヤングプラザ）に置いてあります。また、ホー
ムページにも会議録全文を掲載していますの
で、ご覧ください。
URL http://www.town.ora.gunma.jp/gikai
詳しくは、議会事務局まで
　　　　　　☎ 88-5511（内線 300）

自
治
功
労
者
表
彰

　

群
馬
県
町
村
議
会
議
長
会
よ

り
、
横
山
英
雄
議
長
が
永
年
勤

続
に
よ
る
自
治
功
労
者
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
発
展
の
た
め
、
一

層
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
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　新庁舎に移転してから早くも１年になろうとしています。住民の皆様も新庁舎に幾分慣れてきたのか、日常

業務も順調のようです。

　旧庁舎に残してきた金・銀モクセイをふと思い出すことがあります。いまだ旧庁舎と池の間に取り残されて

いますが、早くこの新庁舎の地に根を張ってもらいたいと願う次第です。

　広報委員として２年の任期が終了しようとしています。この間、議会での出来事や活

動を住民の皆様にお知らせする一方、「休憩室」や「わたしのふるさと」等に素晴らし

い原稿を寄せていただき、つつがなく議会だよりを発行することができました。皆様の

ご協力に深く感謝いたします。

　今後ともご愛読賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

（相場記）

【群馬県大泉町】
清水　美由紀（千原田向地・９区）

◎　編　集　後　記　◎

■発行　群馬県邑楽町議会　■発行人　議会議長　横山英雄

■編集　邑楽町議会広報委員会　群馬県邑楽郡邑楽町大字中野 2570-1　TEL0276-88-5511（内線 300）

〔皆様のご意見、ご要望など議会広報委員会までお寄せください。点訳版をご希望の方は、ご連絡ください。〕

　私の故郷は大泉町です。水と緑と
産業に恵まれ豊かな環境の中で育ち
ました。そんな大泉町は、昔から邑
楽町と共に歩んだ歴史があります。
　大泉町で最も有名なのは城之内公
園です。室町時代冨岡直光公により
築城された小泉城跡に造られ、遊具
施設やミニ動物園があります。両親
に連れられ兄と遊具で遊んだり動物
を観察したり、堀のアヒルにエサを
与えたものです。中学生の頃は学校

が公園の隣にあり、部活で堀の周囲を毎日ランニングしました。疲れると噴水やアヒル
を眺めて気を紛らわしながら走ったものです。現在三人の子どもに恵まれ、たまに公園
に出掛けると昔と変わらぬ風景に懐かしさと嬉しさがこみ上げ、何とも言えない気持ち
になります。我が子がいずれ巣立ち、いつか子どもを連れて行き、同様な気持ちを持ち
合わせてくれれば更に嬉しい限りです。
　その他、御正作公園・いずみの杜・新日本街路樹百景に選ばれたいずみ緑道・桜の花
のアーケードを車で通れるさくら通り等は楽しめるスポットです。
　大泉町で育ち邑楽町で生活しておりますが、これからも両町が共に発展することを
願っております。

城之内公園

わ た し の ふ る さ と


